
◆ 官公庁の医療政策 新聞 掲載日 

診療報酬引き上げ　厚労省苦戦 
厚生労働省、診療報酬の0.35％引上げ要求方針。日本医師会は上げ幅が不足と指摘し、 
財政圧縮の観点から財務省は総額で１％マイナスを主張している。(4面) 

読売 12.17 

再診料統一で合意 ○中央社会保険医療協議会（中医協）○単価は今後検討 朝日 12.17 

医療費増額「6300億円」 ○厚労政務官　救急・産科を充実 朝日 12.16 

医療再生に財源の壁 ○厚労省･財務省　診療報酬巡り攻防 朝日 12.11 

診療報酬改訂の協議 ○中央社会保険医療協議会（中医協）が方針示せず　○診療側と支払い側対立 朝日 12.10 

総務省　医師不足対策は不十分 
厚労省、文科省に改善要請 

[概要]政策評価・独立行政法人評価委員会の医師確保答申では、医療行政の統計データ 
が有効活用されず、必要な医師数を地域別などで把握するシステムがないと指摘。 

千日 12.17 

仕分けに反発･･･科学界反省も ○「納税者の共感」得る試み　(○もっと知りたい！) 朝日 12.9 

医学部の定員　さらに360人増 ○文科省　○来年度、最多8846人 朝日 12.8 

保険適用外、広がる波紋 
「漢方」仕分け、待った 

[概要]漢方薬が保険の対象外とされ、1～3割だった患者負担が全額になる。必要性に乏 
しいとする財務省見解に対し、医師は反論。厚労相は仕分け結果に拒否を示唆。 

千日 12.7 

漢方薬「保険継続を」 ○新生児体制困難　○仕分けに反発、医療現場も 朝日 12.2 

◆ 医師不足 

千葉大　医学部定員5人増検討 
2月議会に条例案提案へ 

[概要]医師不足を解消するため医学部定員を115人とする。５人分の奨学金制度の拡充が 
前提。実現すれば、7人の学生を本県勤務の医師候補として確保できる状況。 

千日 12.13 

◆ 地域医療 

地域医療再生託され ○財政破綻の夕張に　(○時代を駆ける　村上智彦) 毎日 12.21 

東金市・九十九里町 
「医療センター計画」収支見通し、 
健全経営、医師確保　の課題 

同センターの経営検討会のメンバーには民間病院経営者は1人もいない。健全経営に向 
け、診断群分類包括評価の認定をうける計画。必要な医師56人の確保は千葉大が行うと 
されている。同大と両市町の協力体制が必要。（日付順：33、29、37面） 

読売 
12.14 
12.12 
12.11 

◆ 産科・小児科 

産婦人科医、増加へ改善 
地域格差は2.0倍に減少 

[概要]｢医師・歯科医師・薬剤師調査｣で、人口10万人当たりの産科医・産婦人科医の人 
数における地域格差は約2.0倍となり、06年調査の約2.3倍からやや改善。 

千日 12.18 

不妊治療応援 ○岐阜･大垣共立銀行　無担保ローン 朝日 12.13 

医学・医療に関連する商業紙報道　見出し･概要　（平成２１年１２月１日～１２月２１日 ）



◆ 医療事故･訴訟 

入院患者の薬害被害　本格調査 ○京大など　中核３病院、5人に1人 朝日 12.21 

最高裁　終末期医療の逸脱認定 ○川崎協同病院事件　説明不足指摘　○被告「現場と司法に、隔たり」 朝日 12.9 

◆ 医学・医療・科学情報 

大学発起業4割に急減 ○補助金削減　○倒産・休止増加　○「研究と違った」 朝日 12.21 

耳石はがれ、水ぶくれ ○大阪市大　○メニエール病　原因に新説 毎日 12.20 

臍帯血バンク初の破産 
茨城で1500人分保管 
新たな届け先に不安の声 

[概要]臍帯血を個人から有料で預かる民間バンク「つくばブレーンズ」が破産し、保管 
する約1500人分の臍帯血の新たな届け先を、破産管財人の弁護士が所有者や現経営陣の 
同意のないまま探している事態が19日、同社などへの取材で分かった。 

千日 12.20 

医療　医師以外の診療　日本では ○米国で導入の専門職　検討始まる　○「質」に不安　慎重論相次ぐ 朝日 12.18 

無保険者、コンビに診療所へ ○米国医療を歩く　○12時間営業･予約不要　○細る初期医療支える 朝日 12.17 

医師でない専門職が治療 ○米国医療を歩く 開腹･麻酔･薬の処方も ○人気の職業の2位に ○日本･議論､まだ入り口 朝日 12.16 

統一指針なしの病院ボランティア 
病院ボランティアは急増しているが、活動範囲や危機管理などの指針を国が示す時期に 
きている、と専門家は指摘する。（11面） 

読売 12.13 

不妊治療応援 ○無担保ローン　○岐阜・大垣共立銀 朝日 12・13 

医療　心筋肥大にカテーテル治療 ○薬効かない患者に選択肢　○残る突然死のリスク 朝日 12.11 

ＮＰＯ法人医事紛争研究会 
医療ＡＤＲに全国初認証 

[概要]医療紛争相談センター業務は、これまで123件の相談と21件の調停があるという。 
患者側が負担する調停費用は裁判所より割安とセンターの意義を強調している。 

千日 12.10 

「科学技術創造立国」政策の成果 
科学技術基本法により、14年で総額14兆円に上る政府投資が行われた。ｉＰＳ細胞の作 
製(山中伸也・京大教授)、有機ＥＬ研究(城戸淳二・山形大教授ら)がある。（13面) 

読売 12.10 

北里大全国調査 
ＡＬＳ治療で医師の2割 
呼吸器外し「依頼された」 

[概要]日本神経学会の専門医約4500人を対象に｢筋萎縮性側索硬化症(ALS)の治療に関す 
る調査｣を行い、約1500人から回答を得た。人工呼吸器を外して、と患者側から依頼され 
た医師が284人（20％）、外していい、と考える容認派は約850人（50％）を超えた。 

千日 12.6 

湯たんぽ使用ご注意 ○人気の一方、低温やけど次々 朝日 12・6 

赤ちゃんポスト　母親の苦悩 不倫･困窮・・・家族に話せず　(○もっと知りたい！) 朝日 12.5 

うつ病啓発進む 
患者数104万1千人に達す 

3年毎に実施する｢うつ病（躁うつ病を含む）｣患者数調査で、初めて100万人を超えた。 
専門医は、うつ病の啓発が進み、軽症者の受診増も一因と指摘している（1面）。 

読売 12.4



◆新型インフルエンザ 

・感染動向 

世界の死者1万人超す ○新型インフル 毎日 12・18 

警報レベル下回る ○新型インフル 朝日 12・18 

５～19歳は減少 ○新型インフル患者割合　○4歳までは増加 朝日 12・12 

感染2割、無症状 ○新型インフル　647人抗体調査 朝日 12・12 

インフル患者が大幅減 ○前週比 朝日 12・11 

新型インフル　平壌全面休校 朝日 12・10 

感染で死亡　国内100人に 
[概要]100人のうち持病のあった人は69人。今年5月に初感染者が確認された後、7月に5 
千人、8月に感染者が始めて死亡、11月には患者数は1千万人を超え、死者は50人。 

山日 12・7 

ぜんそくの子、9割が呼吸困難に 
日本小児アレルギー学会調査 

新型インフルエンザを発症したぜんそくの治療歴がある子どもの9割が、1日以内に呼吸 
困難に陥った。10月下旬までの87人分の入院例を分析。(38面) 

読売 12・6 

インフル患者増加続く 
千葉は全国平均より低く7557人 

[概要]3週連続で増加。1医療機関あたり多い順に、福井(95.44人)、大分、宮崎、山口、 
福岡、鹿児島。前週より減少した自治体は19都道府県。大都市圏は減少か横ばい。 

千日 12・5 

異常行動151例　(厚労省班) ○新型インフルの子ども 朝日 12・1 

・ワクチン 

欧では余る新型ワクチン ○副作用を敬遠 朝日 12・20 

輸入ワクチン どんなもの？ ○補助剤添加 効率よく量産　(○もっと知りたい) 朝日 12・18 

中・高校生、接種1回に ○新型インフルワクチン　○厚労省が方針 朝日 12・17 

受験生 ワクチン前倒し ○新型インフル　○神奈川など6県　○浪人生含まれず 朝日 12・16 

新型ワクチン 全国民分めど 朝日 12・16 

国産ワクチン量産化に本腰 ○副作用めぐり一時縮小　○インフル対策 需要増 朝日 12・11 

カナダワクチン「副作用は一部」 ○厚労省が認識 朝日 12・8 

・抗インフル薬 

「強毒性」にも有効 ○国産のインフルエンザ新薬　○マウスで確認 毎日 12・21 

点滴インフル薬 来月にも承認へ ○26日から審議 朝日 12・19 

軽症｢タミフル効果疑問｣ ○合併症予防　国際チーム検証 朝日 12・10



・検査法 

インフル、スピード検査 朝日 12・13 

・対処法 

新型インフル症状さまざま 
陰性診断でも注意必要　(山梨県) 

[概要]軽症で回復する感染者が多く「早くかかってしまいたい」との声もあるが、重症 
化の恐れもあり、予防が第一と甲府市の井上内科小児科医院長は注意を促す。 

山日 12・6 

・緒論 

国産推進より行政の改革を ○ワクチン予算　(○私の視点) 朝日 12・19 

茨城県　40歳代　女性 
刈谷市　59歳　男 
茨城県大子町　70歳代　男性 
福島県　30歳代　男性 
岡山県　40歳代　男性 
北九州市　71歳　女性 
名古屋市　49歳　男 12月15日　基礎疾患：急性前骨髄球性白血病寛解状態 サイトメガロウイルス肺炎 真菌性肺炎 帯状庖疹 
神戸市 40歳代 男性 
愛知県安城市　62歳　女性 
兵庫県たつの市　50代　女性 
茨木市　41歳　男性 
尼崎市　59歳　男性 
東京都　64歳　男性 
宮崎市　51歳　男性 
東京都　83歳　男性 
平塚市 40歳代 男性 
茨木市　50歳　男性 
福岡市西区　40歳　男性 
厚木市　50歳代　男性 
山口県　60歳代　男性 
寝屋川市　46歳　女性 
京都府　74歳　男性 
春日井市　51歳　男性 
秋田市　20歳代　男性 
愛知県弥富市　64歳　男 
山形県　6 0歳代　女性 
天草市　70歳代　男性 

12月17日　基礎疾患：糖尿病 
12月16日　基礎疾患：慢性閉塞性肺疾患 

12月17日　基礎疾患：なし 
12月17日　基礎疾患：慢性呼吸器疾患 
12月17日　基礎疾患：てんかん 
12月18日　既往症：喘息 

・死亡報告　　　　　　　　　　　　(厚生労働省:新型インフルエンザに関する報道発表資料より) 

12月3日　基礎疾患：慢性閉塞性肺疾患　糖尿病(内服治療のみ) 
12月4日　基礎疾患：慢性気管支炎 

12月5日　基礎疾患：神経疾患 

12月6日　基礎疾患：糖尿病 

12月6日　基礎疾患：なし 

12月8日　基礎疾患：リウマチ　拡張型心筋症 
12月7日　基礎疾患：なし 

12月4日　基礎疾患：パーキンソン症候群 

12月5日　基礎疾患：悪性リンパ腫　糖尿病　11月16日新型インフルエンザワクチン接種済み 

12月6日　基礎疾患：間質性肺炎　慢性呼吸不全　既往症：肺がん術後 

12月5日　基礎疾患：なし 

12月9日　基礎疾患：肝硬変 
12月9日　基礎疾患：小脳出血　心房細動 
12月9日　基礎疾患：肺気腫　慢性閉塞性肺疾患　慢性呼吸不全 
12月9日　基礎疾患：血液疾息 

12月14日　基礎疾患:糖尿病(服薬治療中) 

12月10日　基礎疾患：高血圧症　既往歴：脳梗塞(現在後遺症あり) 気管切開による気管狭窄あり 

12月12日　既往歴：重症筋無力症　脳梗塞(全介助の状況) 
12月14日　基礎疾患等：悪性リンパ腫 

12月10日　基礎疾患：なし



川崎市　6歳　男児 
京都府木津川市　10歳未満　男児 
長崎県 80歳代 女性 
さいたま市　71歳　女性 
大分市　5歳　女性 
静岡県　40代　女性 
山口市　4歳　男性 
青森市　40歳代　女性 
京都府精華町　60歳代　女性 
北海道　70歳代　男性 

注記　１．千日：千葉日報　　山日：山梨日日　２．読売新聞の見出し他は著作権等があり掲載記事とは違います　

　　　３．日本経済新聞は著作権等があり除外　

12月1日　基礎疾患：慢性関節リウマチ　糖尿病 
12月1日　基礎疾患：神経疾患　糖尿病　慢性呼吸不全等 

12月2日　基礎疾患：染色体異常症　喉頭気管軟化症 
12月2日　基礎疾患：特記事項無し 

12月3日　基礎疾患：脳性麻痺 

12月1日　基礎疾患：あり 

11月29日　基礎疾患：脳梗塞　腎機能障害 

12月2日　基礎疾患：間質性肺炎(特発性肺線維症) 腎細胞がん 
12月2日　基礎疾患：不明 

12月1日　基礎疾患：なし　11月25日新型インフルエンザワクチン接種


